
第2.1-1表 敷地の地質層序表(新第三系)
第2.1-2表 敷地の地質層序表(第四系)
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第第3.1-1表 主要な断層に認められる第四系の変状

断層名断層名断層名断層名 断層の走向方向に沿って認められる変状断層の走向方向に沿って認められる変状断層の走向方向に沿って認められる変状断層の走向方向に沿って認められる変状

Ｆ－３断層Ｆ－３断層Ｆ－３断層Ｆ－３断層

� 中央部の近接する４箇所のトレンチにおいて，約50cmの撓み，約20cmの粘土注入，20cm程度の段差お

よび小断裂（正断層センスと逆断層センスのものが混在）等の形態の異なる変状が，別個にまたは複

合して見られるが，これらの間にあるTr-６トレンチでは変状は認められない。

� このうち，Tr-27トレンチでみられる粘土注入について，Ｆ－３断層の走向方向の詳細追跡調査を実施

した結果，約２ｍの区間の３断面で形態が大きく変化することが確認されている。

� 北側では，段差及び小断裂がみられる（Tr-15トレンチ）が，これに南北に隣接するトレンチでは変状

が認められない。が認められない。

� 南側のTr-28トレンチでは，30cm程度の撓みおよび段差がみられるが，南へ600ｍ程度離れたTr-21トレ

ンチでは変状が認められない。なお，本トレンチでのＦ－３断層破砕部は，軟質部を伴わず面なし断

層状を呈し，周辺の蒲野沢層と同程度に固結・岩石化している。

Ｆ－４断層Ｆ－４断層Ｆ－４断層Ｆ－４断層

� Tr-５トレンチでは，最大約47cmの撓みがみられるが，北側に隣接する複数のトレンチでは変状が認め

られない。

� 南側に隣接するTr-16トレンチでは，北東側の法面に小断裂がみられるが，対面する南西側の法面には

変状が認められない。

Ｆ－５断層Ｆ－５断層Ｆ－５断層Ｆ－５断層

� 中央部で，最大約49cmの撓みが見られる(Tr-14東(E-W)トレンチ)。

� 南側で，最大約113cmの撓みが見られる(Tr-16トレンチ)。

� 上記トレンチの間に位置するトレンチ及び北側に隣接するトレンチでは変状は認められない。

� 北側で，段差及び小断裂，一部に粘土注入がみられるが，南側に隣接するトレンチでは変状は認めら
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Ｆ－８断層Ｆ－８断層Ｆ－８断層Ｆ－８断層

� 北側で，段差及び小断裂，一部に粘土注入がみられるが，南側に隣接するトレンチでは変状は認めら

れない。

Ｆ－９断層Ｆ－９断層Ｆ－９断層Ｆ－９断層

� 北側で最大85cmの撓み，段差が見られる。

� 中央部の区間に位置するトレンチでは，変状が認められない。

� 南側では，最大110cmの撓みが見られる（Tr-2-’-2トレンチ）が，これより約 500ｍ北側のTr-31トレ

ンチでは変状は認められない。

Ｆ－Ｆ－Ｆ－Ｆ－10101010断層断層断層断層

� 段差及び小断裂が見られるトレンチもしくは,小断裂が見られるトレンチがあるが，これらは隣接して

いない。また，他のトレンチでは変状は認められない。



原子炉建屋設置位置

東北電力敷地東京電力敷地

■主な調査内容

ボーリング調査：369孔，総延長約39,900m

試掘坑調査：総延長約3,700m

トレンチ調査：58箇所

第2.1-1図（1） 敷地の地質調査位置図（原子炉設置許可時）
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■主な調査内容(バックチェック審査過程 平成22年度以降)

ボーリング調査：109孔，総延長約12,850m

トレンチ調査：12箇所

第2.1-1図（2） 敷地の地質調査位置図(追加地質調査)

4



第2.1-2図 敷地の地形面区分図
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第1.2-5 敷地の地質構造図

第2.1-3図 敷地の地質図 ※東通・現調7-1(H25.5.17)を引用
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第2.1-4図(1) 敷地の地質断面図
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第2.1-4図(2) 敷地の地質断面図
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第2.1-5図 敷地の地質構造図
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Ｈ-1

Ｈ-2

原子炉建屋設置位置

Ｈ-3

Ｈ-5

Ｈ-6分岐

Ｈ-6

Ｈ-7

※第四系基底面には各断層が存在する位置に

連続性を有する段差は認められない。

Ｈ-9

第2.1-6図 敷地の第四系基底面図 ※東通・現調5-1別添(H25.4.18)を引用
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第2.2-1図(1) 評価書案における敷地内の活断層，活断層の可能性のある断層 ※東通・現調7-1(H25.5.17)を引用
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第2.2-1図(2) 評価書案における敷地内の活断層，活断層の可能性のある断層 ※東通・現調7-1(H25.5.17)を引用
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第2.2-2図(1) 評価書案におけるF-3断層観察結果(1) ※東通・現調7-1(H25.5.17)より引用

13



第2.2-2図(2) 評価書案におけるF-3断層観察結果(2) ※東通・現調7-1(H25.5.17)より引用
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第2.2-2図(3) Ｆ－３断層観察結果(3) ※東通・現調7-1(H25.5.17)より引用
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第2.2-3図 Ｆ－３断層トレンチ調査結果（Tr-27トレンチ）※東通・現調7-1(H25.5.17)より引用
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第2.2-4図(1) Ｆ－９断層と周辺の地形 ※東通・現調7-1(H25.5.17)より引用
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第2.2-4図(2) Ｆ－９断層と周辺の地形 ※東通・現調7-1(H25.5.17)より引用
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⾦⽥准教授

第2.2-5図 Ｆ－９断層の変位の累積性 ※東通・現調7-1(H25.5.17)より引用
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第2.2-6図(1) 敷地の地形判読の例 ※東通・現調7-1(H25.5.17)に一部加筆
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第2.2-6図(2) 敷地の地形判読の例 ※東通・現調7-1(H25.5.17)に一部加筆
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第2.2-7図(1) 敷地南部における敷地造成前の地形（空中写真）※H.24.3.26報告から抜粋 22



第2.2-7図(2) 敷地南部における敷地造成前の地形（空中写真） ※ H.24.3.26報告から抜粋 23



第3.1-1図 主要な断層の条線の方向

断層面の大円

条線の姿勢

条線の方位

断層の走向
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第3.1-2図（1） 東京電力H-2断層の水平掘削面調査 ※東通・現調7-1(H25.5.17)より引用
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第3.1-2図（2） 東京電力Ｈ-2断層の水平掘削面調査 ※東通・現調7-1(H25.5.17)より引用
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実験B

逆断層運動から正断層運動への変化

逆断層運動

逆断層運動から正断層運動への変化

正断層運動

横ずれ逆断層

（水平成分：鉛直成分=5：1）

 

   鉛直変位

   VD=1mm

   鉛直変位

   VD=-1mm

 

 水平変位成分

   HD=1mm

   鉛直変位

   VD=3mm

   鉛直変位

   VD=-3mm

 水平変位成分

   HD=3mm

実験A

逆断層

正断層

逆断層

断層

上盤側固定（下盤側を手前にずらす）

   鉛直変位

   VD=5mm

   鉛直変位

   VD=-5mm

 水平変位成分

   HD=5mm

 水平変位成分

   HD=10mm

 水平変位成分

実験用模型実験用模型実験用模型実験用模型

堆積層： 相馬珪砂 8号

層厚： 50 mm
基盤内断層傾斜： 60°で断面右側へ傾斜

変位速度： 鉛直方向 0.01 mm/s
水平方向 0.05 mm/s （Bのみ）

実験（実験（実験（実験（A））））

逆断層運動から正断層運動への変化

模型実験装置

   HD=15mm

 水平変位成分

   HD=20mm

第3.1-3図 断層模型実験結果

逆断層運動から正断層運動への変化

１．断面の右側を最大 5 mm 隆起させる逆断層運動

２．隆起した後，断面右側が 5 mm 沈降する

正断層運動

実験（実験（実験（実験（B））））

斜めずれ断層（逆断層変位を伴う。

水平：鉛直＝５：１で横ずれ成分が支配的）

断面の右側を最大 4 mm 隆起させ（逆断層運動），かつ，

断面の左側を最大 20 mm 手前にずらす（左横ずれ運動）

これらによって形成された構造を，ヘリカルX線CTスキャナによって観察する

左下のスケール：上下で 10 mm

X線CTスキャナー
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E

W

（地表面）

（底盤）

下部陸成層（礫,砂,シルト）

中部陸成層（礫,砂,シルト）

ローム層

洞爺火山灰層相当層

上部陸成層（礫,砂,シルト）

十和田レッド火山灰含む

斜面地形：比高約2.5m

（底盤）

（地表面）

小断層

泊層上部層

火山礫凝灰岩

凝灰角礫岩

M1面段丘堆積物（礫，砂）

洞爺火山灰層相当層

蒲野沢層

e部層；砂岩

泊層上部層

凝灰岩

蒲野沢層e部層

凝灰岩(g-4)

Ｆ－３断層

小断層

岩盤の風化・劣化の概略範囲

調査位置

第3.1-4図(1) Tr-28 トレンチ調査結果(北面)
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W

E

（地表面）

（底盤）

斜面地形：比高約2.5m

下部陸成層（礫,砂,シルト）

中部陸成層（礫,砂,シルト）

ローム層

上部陸成層（礫,砂,シルト）

十和田レッド火山灰含む

（底盤）

（地表面）

小断層

泊層上部層

火山礫凝灰岩

凝灰角礫岩

M1面段丘堆積物（礫，砂）

洞爺火山灰層相当層

蒲野沢層

e部層；砂岩

泊層上部層

凝灰岩

小断層
小断層

Ｆ－３断層

第3.1-4図(2) Tr-28 トレンチ調査結果(南面)
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Ｆ－３断層水平掘削面調査

（Tr-28トレンチ）

第3.1-5図(1) 水平掘削面調査結果（位置図）
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Tr-28トレンチ

南側

E←E←E←E←

→W→W→W→W

北側

水平掘削面調査位置図

W←W←W←W←

→E→E→E→E

スケッチ凡例

北側南側

花弁構造状の小断裂が見られるTr-28トレンチのF-3断層について,横ずれの可能性を検討する目的で水平掘削面

調査を実施。

第3.1-5図(2) 水平掘削面調査結果（断面）
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第3.1-5図(3) 水平掘削面調査結果（凡例）
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第3.1-5図(4) 水平掘削面調査結果(P1N面写真)
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第3.1-5図(4) 水平掘削面調査結果(P1N面スケッチ)
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第3.1-5図(5) 水平掘削面調査結果（P2N面写真）
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第3.1-5図(5) 水平掘削面調査結果（P2N面スケッチ）
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第3.1-5図(6) 水平掘削面調査結果（P2下N面写真）
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第3.1-5図(6) 水平掘削面調査結果（P2下N面スケッチ）
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第3.1-5図(7) 水平掘削面調査結果（P3N面写真）
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第3.1-5図(7) 水平掘削面調査結果（P3N面スケッチ）
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第3.1-5図(8) 水平掘削面調査結果（P3下N面スケッチ）
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第3.1-5図(8) 水平掘削面調査結果（P3下N面スケッチ）
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第3.1-5図(9) 水平掘削面調査結果（P4N面写真）
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第3.1-5図(9) 水平掘削面調査結果（P4N面スケッチ）
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第3.1-5図(10) 水平掘削面調査結果（P4下N面写真）
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第3.1-5図(10) 水平掘削面調査結果（P4下N面スケッチ）
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第3.1-5図(11) 水平掘削面調査結果（P5N面写真）
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第3.1-5図(11) 水平掘削面調査結果（P5N面スケッチ）

48



第3.1-5図(12) 水平掘削面調査結果（P5下N面写真）
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第3.1-5図(12) 水平掘削面調査結果（P5下N面スケッチ）
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第3.1-5図(13) 水平掘削面調査結果（P6N面写真）
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第3.1-5図(13) 水平掘削面調査結果（P6N面スケッチ）

52



第3.1-5図(14) 水平掘削面調査結果（P1S面写真）
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第3.1-5図(14) 水平掘削面調査結果（P1S面スケッチ）
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第3.1-5図(15) 水平掘削面調査結果（P2S面写真）
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第3.1-5図(15) 水平掘削面調査結果（P2S面スケッチ）
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第3.1-5図(16) 水平掘削面調査結果（P3S面写真）
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第3.1-5図(16) 水平掘削面調査結果（P3S面スケッチ）
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第3.1-5図(17) 水平掘削面調査結果（P3下S面写真）
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第3.1-5図(17) 水平掘削面調査結果（P3下S面スケッチ）
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第3.1-5図(18) 水平掘削面調査結果（P4S面写真）
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第3.1-5図(18) 水平掘削面調査結果（P4S面スケッチ）
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第3.1-5図(19) 水平掘削面調査結果（P4下S面写真）
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第3.1-5図(19) 水平掘削面調査結果（P4下S面スケッチ）
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第3.1-5図(20) 水平掘削面調査結果(P5S面写真）
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第3.1-5図(20) 水平掘削面調査結果(P5S面スケッチ）
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第3.1-5図(21) 水平掘削面調査結果（P5下S面写真）
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第3.1-5図(21) 水平掘削面調査結果（P5下S面スケッチ）
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第3.1-5図(22) 水平掘削面調査結果（P6S面写真）
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第3.1-5図(22) 水平掘削面調査結果（P6S面スケッチ）
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第3.1-5図(23) 水平掘削面調査結果（P1面全体スケッチ）
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第3.1-5図(24) 水平掘削面調査結果（P2面全体スケッチ）
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※P2下Sは実施していない

第3.1-5図(25) 水平掘削面調査結果（P2下面全体スケッチ）
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第3.1-5図(26) 水平掘削面調査結果（P3面全体スケッチ）
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第3.1-5図(27) 水平掘削面調査結果（P3下面全体スケッチ）

75



第3.1-5図(28) 水平掘削面調査結果（P4面全体スケッチ）
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第3.1-5図(29) 水平掘削面調査結果（P4下面全体スケッチ）
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第3.1-5図(30) 水平掘削面調査結果（P5面全体スケッチ）
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第3.1-5図(31) 水平掘削面調査結果（P5下面全体スケッチ）
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第3.1-5図(32) 水平掘削面調査結果（P6面全体スケッチ）
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第3.1-5図(33) 水平掘削面調査結果（第四系基底面等高線図（P6N面））
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第3.1-5図(34) 水平掘削面調査結果（第四系基底面等高線図（P6S面））
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P2N面

第3.1-6図(1)-1 Ｘ線ＣＴ画像解析結果(P2N-B1)
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試料名試料名試料名試料名

採取面 縦断座標 横断座標 番号 走査像対象 地層名

P2N n12 n⑤ B1 切断礫 M1

断裂・節理 見掛変位量 葉理

名称 走向・傾斜 走向方向 傾斜方向 走向・傾斜

aaaa

bbbb b’b’b’b’

a’a’a’a’

c’c’c’c’cccc

N1N1N1N1

約約約約1.0 cm1.0 cm1.0 cm1.0 cm

N1 N11W81E 左・1.0 cm 東落・2.5 
cm

なし

N1N1N1N1

N1N1N1N1

N1N1N1N1

約約約約2.5 cm2.5 cm2.5 cm2.5 cm

水平断面

c’c’c’c’cccc

10 cm10 cm10 cm10 cm

約約約約1.0 cm1.0 cm1.0 cm1.0 cm

鉛直断面（c – c’ 面）

10 cm10 cm10 cm10 cm c’c’c’c’cccc

鉛直断面（b – b’ 面）

b’b’b’b’10 cm10 cm10 cm10 cmbbbb
a’a’a’a’aaaa

10 cm10 cm10 cm10 cm

鉛直断面（a – a’ 面）

第3.1-6図(1)-2 Ｘ線ＣＴ画像解析結果(P2N-B1)

見かけ横ずれ様の礫については，縦ずれ主体
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P4N面

25cm

第3.1-6図(2)-1 Ｘ線ＣＴ画像解析結果(P4N-B4)
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試料名試料名試料名試料名

採取面 縦断座標 横断座標 番号 走査像対象 地層名

P4N n12 n⑪ B4 小断裂

切断礫

M1

走向方向走向方向走向方向走向方向

最大変位最大変位最大変位最大変位

傾斜方向傾斜方向傾斜方向傾斜方向

最大変位最大変位最大変位最大変位

左・1.1 cm 東落・3.4 cm

a’a’a’a’

a’a’a’a’

c’c’c’c’
c’c’c’c’

b’b’b’b’

鉛直断面（a – a’ 面）

aaaa

10 cm10 cm10 cm10 cm

cccc dddd d’d’d’d’

bbbb b’b’b’b’

鉛直断面（b – b’ 面）

10 cm10 cm10 cm10 cm

約約約約3.4 cm3.4 cm3.4 cm3.4 cm

aaaa

cccc

bbbb

断裂名：N3

約約約約1.1 cm1.1 cm1.1 cm1.1 cm

c’c’c’c’

d’d’d’d’

c’c’c’c’

鉛直断面（c – c’ 面）

10 cm10 cm10 cm10 cm

cccc

約約約約3.4 cm3.4 cm3.4 cm3.4 cm

鉛直断面（d – d’ 面）

dddd d’d’d’d’

10 cm10 cm10 cm10 cm

約約約約3.4 cm3.4 cm3.4 cm3.4 cm

水平断面

10 cm10 cm10 cm10 cm

dddd

走向・傾斜

N17E 88W～88E

走向・傾斜

N10E 84E

第3.1-6図(2)-2 Ｘ線ＣＴ画像解析結果(P4N-B4)

見かけ横ずれ様の礫については，縦ずれ主体
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P3N面

25cm

第3.1-6図(3)-1 Ｘ線ＣＴ画像解析結果(P3N-No.1)
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試料名試料名試料名試料名

採取面 縦断座標 横断座標 番号 走査像対象 地層名

P3N n12 n⑫ No.1 小断裂 M1

断裂・節理 見掛変位量 (cm) 葉理

名称 走向・傾斜 走向方向 傾斜方向 走向・傾斜

N4系 N26E79E 7.3 1.6 N51W13S
WW

傾斜方向の見掛変位量＝1.6 cm

期待される水平変位量は

1.6 cm×sin79゜×tan

-1

13゜≒6.8 cm

( = 鉛直変位量)

10 cm10 cm10 cm10 cm

水平断面

7.3 cm7.3 cm7.3 cm7.3 cm

10 cm10 cm10 cm10 cm

S N

鉛直断面

W E

10 cm10 cm10 cm10 cm

1.6 cm1.6 cm1.6 cm1.6 cm

第3.1-6図(3)-2 Ｘ線ＣＴ画像解析結果(P3N-No.1)

見かけ横ずれ様の葉理については，縦ずれ主体

88



見かけ右
見かけ右

見かけ左

①

①

②
③

②

③

：葉 理

：小断裂

Ｐ４Ｎ面 葉理切断状況（見かけ右横ずれ左横ずれ混在）

拡大図

第3.1-7図 砂層葉理の状況(P4N面)
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P2下N面P2N面

第3.1-8図(1) 低角度小断裂の条線分布（P2N面,P2下N面）

条線の方向は概ね傾斜方向（縦ずれ）を示す 90



P2S面

小断裂に伴われる条線のレイクの頻度分布（n=7)

（法面）

位置 走向傾斜 レイク

P2N1 n13 n⑤ N 8 E 23 E R 80

P2S3 s14 s⑦ N 34 E 15 E L 80

P2S3 s14 s⑨ N 14 E 14 E L 70

P2S4 s14 s⑩ N 10 E 33 E L 60

P2S5 s14 s⑫ N 2 E 20 E L 65

P2S5 s15 法面 N 64 E 21 S L 65

P2下N n13 n⑤ N 8 E 35 E L 75

第3.1-8図(2) 低角度小断裂の条線分布（P2S面）

条線の方向は概ね傾斜方向（縦ずれ）を示す 91



礫が断層面に沿うように

配列している

第3.1-9図 断層運動に伴う礫の引きずり（逆断層の例）

秋田県大館市花岡地区 千屋断層露頭，今泉ほか（2006）
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Ｆ－３断層の走向

第3.1-10図(1) 扁平礫長軸のオリエンテーション（P2N面）

礫の方向性は多様で，定向性は認められない 93



第3.1-10図(2) 扁平礫長軸のオリエンテーション（P2下N面）

礫の方向性は多様で，定向性は認められない 94



第3.1-10図(3) 扁平礫長軸のオリエンテーション（P3N面）

礫の方向性は多様で，定向性は認められない 95



第3.1-10図(4) 扁平礫長軸のオリエンテーション（P3下N面）

礫の方向性は多様で，定向性は認められない 96



第3.1-10図(5) 扁平礫長軸のオリエンテーション（P4N面）

97礫の方向性は多様で，定向性は認められない



第3.1-10図(6) 扁平礫長軸のオリエンテーション（P4下N面）

98礫の方向性は多様で，定向性は認められない



第3.1-10図(7) 扁平礫長軸のオリエンテーション（P5N面）

99礫の方向性は多様で，定向性は認められない



第3.1-10図(8) 扁平礫長軸のオリエンテーション（P5下N面）

100礫の方向性は多様で，定向性は認められない


